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平成２８年８月１日

相馬市教育委員会 生涯学習課

国土交通省 磐城国道事務所

国道１１５号 阿武隈東道路・相馬西道路
あ ぶ く ま ひ が し そ う ま に し

親子による現場見学会を開催します
～トンネルや舗装工事のヒミツを親子で探検！～

平成２８年８月６日（土）に、相馬福島道路の阿武隈東道路及び相馬西道路

の工事の現場において、親子現場見学会が開催されます。

今回の見学会では、トンネルや舗装の現場、施工機械を親子で見学していた

だくことにより、事業の進捗状況や建設業への理解・興味を深めていただけれ
ばと考えています。

１．日 時 ： 平成２８年８月６日（土） ９：００～１２：００

２．場 所 ： 阿武隈東道路・相馬西道路の工事現場

※当日、取材の方は８：５０までに相馬市民会館駐車場にお集まり下さい。

なお、現場への移動は別添行程及び案内図を参照し各自でお願いします。

３．主 催 ： 相馬市教育委員会 生涯学習課

４．内 容 ： 以下の工事現場における、工事概要の説明、施工機械の試乗、舗装面への

メッセージ書きなど（別紙行程参照）

①今田高架橋床版工工事現場 ②円渕トンネル工事現場

③物倉地区舗装工事現場

※雨天時は内容が変更となる場合があります。

５．参加者 ： 事前に募集した小学３年生以上の親子１０組程度 約２５名

※本見学会は相馬市教育委員会が主催し、磐城国道事務所の現場提供により開催するものです。

発表記者会等：いわき記者会、いわき記者クラブ、いわき市ふるさと発信課、
南相馬市役所記者クラブ

問い合わせ先

【見学会に関するお問い合わせ】 【事業に関するお問い合わせ】

相馬市教育委員会 国土交通省 東北地方整備局

生涯学習課 0244-37-2187 磐城国道事務所 0246-23-2211（代表）

課 長 髙橋 利宗 副 所 長 石井 重好 （内線２０４）
たかはし としむね い し い しげよし

係 長 中塚 綱紀 工務課長 橋本 幸雄 （内線４１１）
なかつか こ う き はしもと ゆ き お

【工事に関するお問い合わせ】

磐城国道事務所相馬出張所 0244-35-1145

出張所長 工藤 金充
く ど う かねみつ

建設監督官 田中 信二
た な か し ん じ



■日時：平成２８年８月６日（土）

発 相馬市民会館

0:15 マイクロバスで移動

着 ①今田高架橋床版工　現場 相馬西道路

・ 事業概要説明　工事概要説明

0:30 ・ 床版上（橋の上）から周辺の状況を見学

発 移動（マイクロバス）

0:15

着 ②円渕トンネル工事現場（終点側から坑内に進入） 相馬西道路

・ 貫通したばかりの坑内を車で走行し車窓から見学

0:30 ・ トンネル施工機械の見学及び試乗

発 移動（マイクロバス）

0:10

着 ③物倉地区舗装工事現場（阿武隈東道路舗装工事６社が参加） 阿武隈東道路

・ 舗装機械の見学及び試乗

0:50 ・ 舗装面へのメッセージ書き

・ 記念撮影

発 移動（マイクロバス）

0:30

着 相馬市民会館 解散

※当日取材される方は、８時５０分までに相馬市民会館駐車場にお集まり下さい。

　また、各現場への移動は各自でお願いします。

↓

相 馬 市 教 育 委 員 会 生 涯 学 習 課

国土交通省 磐城国道事務所 相馬出張所
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国道１１５号 阿武隈東道路・相馬西道路

親子現場見学会　行程（案）
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８月６日(土) 親子現場見学会 見学ルート案内図

集合場所
相馬市民会館 駐車場
８時５０分集合

①相馬西道路
(仮称)今田高架橋
(9:15～9:45)

②相馬西道路
(仮称)円渕トンネル
(10:00～10:30)

③阿武隈東道路
舗装工事現場
(10:40～11:30)
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円渕トンネル入り口

※各現場の見学時間は前後することがあります。

至新地

至南相馬

相馬ＩＣ

舗装工事現場入口



お ろ くお ろ くか ま い し た ろ う き たか ま い し
様式は精査中【 復興⽀援道路 】 ⼀般国道115号相⾺福島道路の概要

相⾺福島道路は、常磐⾃動⾞道と東北⾃動⾞道を結ぶ約45㎞の⾃動⾞専⽤道路(無料)であり、東⽇本⼤震災
からの早期復興を図るリーディングプロジェクトとして位置づけられています。

H32年度
開通目標

L=2.0km

【開通６ヶ月後】一般国道１３号国道１１５号 相⾺〜福島間の現状の課題

緊急車両の走行に支障

急カーブ・急勾配箇所多数

大型車同士のすれ違いが困難

沿線住民の安全な生活に支障

【阿武隈東道路並⾏区間】 【霊⼭〜福島並⾏区間】

【霊⼭道路並⾏区間】 【霊⼭道路並⾏区間】



メリット① 所要時間が⼤幅に短縮 福島⇔相⾺間が⾝近に！
はしご状の⾼速道路ネットワークを形成し、効率的な交通経路の選択が可能に

76分

41分

現況 整備後

▼福島飯坂IC⇔相⾺市役所間の所要時間の変化

資料：道路交通センサス（Ｈ22）

35分短縮

【参考】⽶沢市（(仮)⽶沢IC）⇔ 福島市（福島⼤笹⽣IC）間
の所要時間の変化

40分

20分

現況 整備後

20分短縮

資料：道路交通センサス（Ｈ22）

※整備区間は規制速度を使⽤

※整備区間は規制速度を使⽤

メリット② 悪天候や災害に強い道路

国道１１５号は、災害等
による通⾏⽌めが頻発

（通⾏⽌１８回／１７年）

①落⽯等により⼨断された国道
国道１１５号 相⾺市⼭上
（Ｈ18.6）

約１ヶ⽉間の通⾏⽌め（全⽌め）

②豪雪により⼨断された国道
国道１１５号 伊達市霊⼭町⽯⽥
（Ｈ26.2）

約1⽇間の通⾏⽌め（全⽌め）

③道路崩落により⼨断された国道
国道１１５号 伊達市霊⼭町⽯⽥
（Ｈ27.9）

約１週間の通⾏⽌め（全⽌め）
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新地IC

福島飯坂IC
福島⼤笹⽣IC

福島JCT

福島⻄IC

南相⾺IC

南相⾺⿅島スマートIC

(仮)阿武隈IC

(仮)福島北JCT

相⾺IC

(仮)国道4号IC

(仮)相⾺⻄IC

(仮)阿武隈東IC
(仮)霊⼭IC

(仮)福島保原線IC

南相⾺市役所

飯舘村役場

桑折町役場

伊達市役所

川俣町

伊達市

飯舘村

⼭元IC

川俣町役場

国⾒町役場
国⾒IC

新地町役場

丸森町役場

⼭元町役場

南相⾺市

新地町

⼭元町

丸森町

異常気象時通⾏規制区間
（連続⾬量120㎜）

Ｌ=7.5㎞

特殊通⾏規制区間
（⼟砂崩壊）
Ｌ=11.5㎞

福島市

相⾺市

①

② ③

【凡例】
主経路
迂回路
通⾏⽌めリスク

（事前通⾏規制区間等）
通⾏⽌めリスク（津波浸⽔）
津波浸⽔区域

⼤⾬等の悪天候や⼟砂崩落等の災害に強く、通⾏⽌めが少ない道路
▼相⾺市〜福島市間の緊急輸送道路は国道１１５号のみ

※H11
〜H27

115

349

原町川俣線



急カーブ連続区間

全搬送件数：773/7年
うち、福島⽅⾯ 609件
うち、仙台⽅⾯ 139件
うち、いわき⽅⾯ 20件

▼沿岸３市町から
第3次救急医療施設への
搬送件数（H21〜H27）

沿岸３市町から７９％搬送

資料：相⾺地⽅広域消防本部

急カーブや急勾配の回避により患者への負担が軽減され、安⼼・安全な救急医療を⽀援

メリット③ 救急医療の⽀援

▼沿岸３市町から第三次救急医療施設への
搬送割合(H21〜H27)

新地町

相⾺市

南相⾺市

飯館村

伊達市

福島市

国⾒町
桑折町

国⾒ＩＣ

福島飯坂ＩＣ

福島⻄ＩＣ

福島松川
スマートＩＣ

新地ＩＣ

相⾺ＩＣ

南相⾺ＩＣ

福島県⽴
医科⼤学付属病院

南相⾺⿅島スマートＩＣ

▼沿岸地域（相⾺市役所）から県⽴医⼤病院までの所要時間

80分
59分

整備前 整備後

21分短縮

⾼速道路（供⽤済）
⾼速道路（事業中）
⼀般国道

資料：道路交通センサス（Ｈ22）

※線形不良箇所（R＜150m)
N=103箇所

※整備区間は規制速度を使⽤

整備前

整備後

《輸送コスト削減の事例》
鋳造⽤並びに製鋼⽤鉄源を扱う⼤⽟村のＩ

社は、銑鉄の輸送にあたって相⾺港を活⽤し、輸
送費の安い海上輸送をメインの輸送⽅法に切り
替えることで、⼤幅なコストダウンを実現

２，０００円／ｔ
のコスト削減

出典：福島県相⾺港利⽤促進協議会ＨＰ

相⾺港

相⾺港を活⽤した輸送効率化を図り、企業活動の活性化を⽀援

メリット④ 地域経済を⽀援

神戸港


